
●本リリース(全２枚)は、大分県政記者クラブ・別府市政記者クラブ加盟各社に送信しています。 

 
 
 
 
 

立命館アジア太平洋大学 
報道機関 各位                               2012 年 9 月 13 日 

                                                 APU リリース 2012-28 
 

２０１２年度ＡＰＵ講座のご案内 
「ＡＰＵで世界を知ろう ～今、世界で起こっていること～」 

 
 立命館アジア太平洋大学（以下 APU）は、県民・市民の皆様を対象に 10 月 6 日（土）より、計 4
回にわたり、市民講座「APU 講座」を開催します。 
今年度の「APU 講座」は、「APU で世界を知ろう ～今、世界で起こっていること～」をテーマに、

森林保護の問題や、アラブの春など、地球規模の問題をわかり易く解説します。 
また、講座終了後には、参加者の皆様との交流を目的とし、学生主催の茶話会を催します。 
 
この講座は、APU が「地域社会の国際化と活性化」へ寄与することを重要な使命と認識し、その取

り組みのひとつとして、開学前の 1998 年より開催しています。 
 
 

2012 年度ＡＰＵ講座 「ＡＰＵで世界を知ろう ～今、世界で起こっていること～」 開催概要 

 

【日   程】第 1 回 2012 年 10 月 6 日（土） 13:00～16:00 
 第 2 回 2012 年 11 月 3 日（土） 13:00～16:00 
 第 3 回 2012 年 12 月 1 日（土） 13:00～16:00 
 第 4 回 2013 年 1 月 12 日（土） 13:00～16:00 

※ 講座内容に関しては 2 枚目をご参照ください。 
※ 全 4 回受講された方には、修了証書を発行予定です。 

【会   場】講 義：APU キャンパス内 教室 
       茶話会：APU キャンパス内、スチューデントユニオンⅠ 1 階 パシフィック・カフェ 
       ＊住所：別府市十文字原 1－1 
【対   象】当講座に関心をお持ちの方はどなたでもお申し込みいただけます。 
【参 加 費】1 回 500 円（高校生以下無料）※講座終了後の茶話会費を含みます。 
【定   員】各回 50 名（先着順） 
【応 募 方 法】各講座１週間前までに、住所、氏名、電話番号（メールアドレス）、希望講座、茶話会

への参加希望を記入し、下記まで FAX、電話またはメールにてお申し込みください。 
       申込書を使われる場合は、APU ホームページよりダウンロードが可能です。 
 （APU トップページ→左下の「イベント」欄参照） 
【申込・問合せ先】株式会社クレオテック APU 講座 係 

TEL：0977－78－1162 （平日 10 時～17 時まで） 
FAX：0977－78－1163 （24 時間対応） 
E-mail：apukouza@apu.ac.jp 
※駐車場には限りがございますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。 

 
【主   催】立命館アジア太平洋大学 
【後   援】大分県、大分県教育委員会、別府市、別府市教育委員会 

受講生募集／取材案内 

mailto:apukouza@apu.ac.jp
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＜講座内容＞ ※講義は全て日本語で行われます。 
 
 第 1 回 10 月 6 日（土）13:00～16:00 
 テーマ：宇宙からインドネシアの森を見る ～人工衛星データの利用～  
 講 師：小林 祥子 (アジア太平洋学部 助教) 
 内 容：世界の各地で“産業植林”が急速に拡大しています。これは主に、年々増加する紙需

要によるものです。そのため近年は、人工衛星データを用いて、森林の現状を把握す

ること、木質資源をより正確に推定することが求められています。この講座では、イ

ンドネシアの産業植林地を例に、人工衛星データを使って森林を観察しながら、私た

ちが使っている紙がどこから来ているかを考えていきたいと思います。 
 
 第 2 回 11 月 3 日（土）13:00～16:00 
 テーマ：「気候難民」の実態 パプアニューギニアのカーテレット諸島民の例を基に 
 講 師：立山 博邦 (教育開発・学修支援センター 助教) 

 内 容：近年、気候変動に関するマスコミの報道や調査機関の報告書等で、地球温暖化に伴う

海面上昇によって島嶼（とうしょ）低島地域が水没し、大量の「気候難民」が発生す

ると言われています。そうした地域で暮らす人々は「無力な犠牲者」として描かれる

ことが多いのですが、彼ら自身はこの問題をどう認識し、どう行動しようとしている

のでしょうか。この講座では、島が「沈む」ことを見据えて組織的に移住計画を進め

ているパプアニューギニアのカーテレット諸島民の例を基に、「気候難民」の実態を

見ていきます。 
 
 第 3 回 12 月 1 日（土）13:00～16:00 
 テーマ：環境問題のローカルとグローバル 
 講 師：銭 学鵬 (アジア太平洋学部 助教) 
 内 容：環境問題の解決は、一地域一国で対応できないことが多いので、地域と国ごとに対策

を講じると同時に、協力が重要であり、「グローバルに考え、ローカルに行動する」が

提唱されています。また、日本の「新成長戦略」における「グリーン・イノベーショ

ン」の達成には、日本の環境・エネルギー技術の中国における一層の展開が必要です。

この講座では、環境分野で日中協力の現況と可能性について見ていきたいと思います。 
 
 第 4 回 2013 年 1 月 12 日（土）13:00～16:00 
 テーマ：アラブの春 ～なぜ今、一斉蜂起か～ 
 講 師：武藤 幸治 (国際経営学部 教授) 
 内 容：北アフリカのチュニジアに始まった‘アラブの春’は燎原の火の如く地域全域に広が

り、終息の気配はない。一体何が起こっているのか、なぜこの時期に一斉蜂起なのか。

掘り下げて見ると、アラブの国々が長年ため込んできた数種類の爆発物が露われてく

る。そして、各国とも驚くほどよく似た種類の爆弾を抱えていることが分ってくる。 
  ここでは、分かり易くするために政治、社会、経済の分野に分けて解説するが、実態

はそれぞれが重層的に絡み合って爆発力を強めていることを知っていただきたい。 
 
＜スケジュール（各講座）＞ 
 13:00～15:00 講義および質疑応答 
 15:00～16:00 講師や APU 学生との茶話会 
 

【本発表資料のお問い合わせ先】  学長室（広報担当）担当：安岡・桜井 
Tel:0977-78-1114 携帯:090-5473-3803 Fax:0977-78-1113 E-mail:r-apu@apu.ac.jp 

住所：〒874-8577  大分県別府市十文字原１－１ 


